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予冷レンコン目ぞろえ会開催
霞ヶ浦蓮根部会は8日、かすみがうら市の霞ヶ浦中央集荷所
で予冷レンコンの目ぞろえ会を開催しました。
目ぞろえ会には部会員のほか、 ＪＡ役職員・土浦普及
センター・取引市場関係者ら約120人が参加しまし
た。トンネルや床立ち栽培（2年物）で収穫され
たレンコンで2キロ発泡スチロール容器で出荷さ
れます。
目ぞろえ会では、担当職員が検査規格に適さ
ないものは1階級落とす、箱詰めの際は必ず
切り戻しをするなど、市場からの高評価を今
後も継続して受けられるよう丁寧に説明しま
した。
坂本和彦霞ヶ浦蓮根部会長は
「生育は若干遅れているが、今年は例年通りの
収量を見込める。みずみずしく美味しいレンコ
ンをお届けできると思う。」
と自信をもって話していました。

霞ヶ浦蓮根部会は会員160人で3月中旬から5月上旬に
植え付けを行い、8月中旬頃から露地栽培へ切り替わり、

年間通して出荷されます。



活動報告

７
月
22
日
、
自
民
党
所
属
の
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
、「
生
産
資
材
高
騰
対
策
に

か
か
る
緊
急
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、 

Ｊ
Ａ
全
中
主
催
「
生
産
資
材
高
騰
対
策
等

基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」
で
要
請
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
生
産
資
材
高
騰
対
策
の
具
体
化
を
は
じ
め
、
将
来
を
見
据
え
た
食
料
安
全
保
障

の
強
化
に
向
け
た
施
策
の
思
い
切
っ
た
拡
充
に
向
け
、
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
地
元
選
出
の
葉
梨
康
弘
・
国
光
あ
や
の
両
衆
議
院
議
員
に
対
し
て
、
肥
料

高
騰
対
策
、
飼
料
高
騰
対
策
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る

支
援
の
後
押
し
に
関
し
て
要
請
し
ま
し
た
。

7
月
4
日

石
岡
市
三
村
の
F
r
u
i
t 

L
a
n
d
外
塚
農
園
で
、
か
す
み
が
う
ら
市
立
千

代
田
義
務
教
育
学
校
３
年
生
49
名
の
児
童
が
社
会
科
校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
同

学
習
は
社
会
科
で
学
習
し
た
「
農
家
の
仕
事
」
に
つ
い
て
、
作
業
の
様
子
を
見
学
、

実
際
に
農
業
体
験
を
行
う
こ
と
で
児
童
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
同
学
習
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
千
代
田
巨
峰
部
会
の
部
会
員
で
土
浦
普
及
セ
ン

タ
ー
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
し
た
農
作
業
は
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
と
梨

の
管
理
や
農
業
機
械
・
直
売
所
の
見
学
等
を
行
い
、
部
会
員
が
児
童
ら
の
作
業
の
手

伝
い
を
行
い
ま
し
た
。
袋
掛
け
は
事
前
に
児
童
に
渡
し
て
い
た
病
害
虫
対
策
の
果
樹

袋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
自
分
の
手
で
袋
掛
け
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
ブ
ド
ウ
作

り
に
何
か
工
夫
は
あ
り
ま
す
か
」

「
ブ
ド
ウ
は
ど
う
作
る
と
美
味
し
く

で
き
ま
す
か
」「
美
味
し
い
ブ
ド
ウ

の
見
分
け
方
は
」
等
、
子
ど
も
ら
し

い
質
問
が
あ
り
、
部
会
員
及
び
普
及

セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
丁
寧
に
回
答

し
て
い
ま
し
た
。

「
農
家
の
仕
事
」
体
験
！

地
元
農
業
の
理
解
深
め
る

令
和
４
年
５
月
28
日
に
行
わ
れ

た
第
２
回
高
校
生
花
い
け
バ
ト
ル

の
優
勝
報
告
に
土
浦
第
一
高
等
学

校
華
道
部
３
名
が
７
月
１
日
、
土

浦
市
の
Ｊ
Ａ
水
郷
つ
く
ば
本
店
に

来
組
し
ま
し
た
。

同
華
道
部
は
令
和
４
年
１
月
に

開
催
さ
れ
た
第
５
回
全
国
高
校
生

花
い
け
バ
ト
ル
栗
林
公
園
杯

２
０
２
１
で
も
優
勝
、
花
い

け
バ
ト
ル
２
冠
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
花
き
部
会

で
は
両
大
会
の
全
国
大
会
に
向
け
た
練
習
用
花
材
と
し
て

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
等
の
地
場
産
の
花
き
を
提
供
し
て
き
た
。

花
材
を
提
供
し
た
目
代
花
き
部
会
長
は
「
練
習
を
積
み

重
ね
る
に
は
花
材
も
た
く
さ
ん
必
要
に
な
る
と
思
う
の
で
、

次
の
大
会
に
向
け
て
花
材
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
是
非

一
声
か
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
池
田
正
組
合
長
は
「
優
勝
旗
を
持
っ
て
報

告
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
提
供
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
地
場
産
の
花
材
を
使
っ
て
腕
を
磨
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

全国花いけバトル２冠の
土浦一高が優勝報告

7月1日

生産資材高騰対策にかかる緊急要請

生産資材価格の高騰・高止まりにより、生産現場は全国的に営農継続が危ぶまれるほ

どの甚大な影響を受けており、国産農畜産物の安定生産に支障をきたしかねない危機的

な状況となっている。食料や資源の多くを海外に依存するわが国の食料安定供給リスク

が顕在化するなか、食料安全保障の強化に向けて、営農継続・経営安定のために喫緊の

課題である生産資材高騰への万全な対策が必要である。

ついては、農業者がこの危機を乗り越え、わが国の消費者に安全・安心な食料を安定

的に供給できるよう下記の事項の実現を強く要請する。

記

１．肥料高騰対策

① 肥料価格高騰の影響を十分に緩和し、農業者の営農継続・経営安定がはかられ

るよう、万全な肥料価格高騰影響緩和対策の仕組みを創設すること。

なお、対策の具体化にあたっては、来年の春肥を含め支援の対象とするととも

に、生産現場の事務負担等に配慮した仕組みとすること。

② 生産現場での環境調和型農業の実践・拡大を支援するため、耕畜連携の強化に

よる資源循環や土づくり、化学肥料の削減など農業のグリーン化や環境調和型農

業の推進による肥料コスト低減に向け、耕種農家の堆肥利用の促進や堆肥等の広

域的な流通、たい肥センターやペレット工場等の施設整備に対する支援を抜本的

に拡充すること。

２．飼料高騰対策

直面する配合飼料価格の高騰・高止まりをふまえ、配合飼料価格安定制度の安

定運営に向け、異常補塡基金への積み増しを措置するとともに、運用改善を講じ

ること。

３．地方創生臨時交付金など地方公共団体が実施する支援の後押し

様々な生産資材の高騰に対する地方自治体による地域実態に応じた創意工夫あ

る支援を拡充・横展開するため、地方創生臨時交付金を拡充すること。

令和４年７月２５日

水郷つくば農業協同組合

代表理事組合長 池田 正

生
産
資
材
高
騰
対
策
を
緊
急
要
請
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地
元
農
家
の
味
を
児
童
へ

千
代
田
支
店
営
農
経
済
課
で
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
地
場
産
活
用
計
画
に

賛
同
し
、
地
場
産
の
ナ
ス
１
０
４
キ
ロ
を
市
内
全
て
の
７
小
・
中
学
校
に
提
供

し
ま
し
た
。
提
供
を
受
け
た
千
代
田
義
務
教
育
学
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年

生
ま
で
約
４
５
０
人
の
生
徒
に
、
な
す
と
ひ
き
肉
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
に
調
理
さ

れ
配
膳
さ
れ
ま
し
た
。

配
膳
時
に
は
、
千
代
田
支
店
営
農
経
済
課
の
酒
井
隆

輔
担
当
が
１
年
生
の
児
童
に
「
昨
日
収
穫
し
た
ナ
ス
で

す
。
地
場
産
の
野
菜
を
食
べ
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
に

も
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
の
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

て
き
ま
し
た
。
農
家
さ
ん
が
暑
い
中
、
苦
労
し
て
収
穫

し
た
地
場
産
ナ
ス
を
是
非
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
令
和
２
年
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
食
材
の
消
費
が
減
少
し
、
消
費
回
復
や
地
場
産
物

活
用
の
た
め
、
市
農
林
水
産
課
が
補
助
金
を
利
用
し
て

市
内
小
中
学
校
に
食
材
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
か

ら
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、
レ

ン
コ
ン
等
を
５
月
・

８
月
を
除
き
年
間

通
じ
て
提
供
し
て

い
ま
す
。

千
代
田
蔬
菜
部
会
は
、
か
す
み

が
う
ら
市
の
志
筑
集
荷
場
で
ナ
ス
の

目
ぞ
ろ
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
目
ぞ

ろ
え
会
に
は
生
産
者
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
役
職
員
、

土
浦
普
及
セ
ン
タ
ー
、
関
係
市
場
４
社
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
で
は
等
級
区
分
を
Ａ
Ｌ
・
Ａ

Ｍ
・
Ｌ
・
Ｍ
・
Ｂ
Ｌ
・
Ｂ
Ｍ
の
６
種
類
に
分
類
、
病

虫
害
果
、
裂
果
、
ボ
ケ
果
に
つ
い
て
は
出
荷
し

な
い
、Ｂ
等
品
は
台
風
等
で
や
む
を
得
な
い
場
合

に
出
荷
す
る
等
の
注
意
点
を
、
同
部
会
検
査
員

が
実
際
に
各
規
格
品
を
手
に
取
り
、
丁
寧
に
説

明
し
ま
し
た
。

千
代
田
蔬
菜
部
会
の
沼
田
厚
夫
部

会
長
は
「
春
先
の
低
温
で
生
育
に
遅

れ
が
あ
る
が
、
収
量
的
に
は
例
年
通

り
、
秋
ま
で
続
く
出
荷
、
市
場
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
厳
し
い
検
査
を
し
て
高
品
質
を
維

持
し
た
い
」
と
熱
意
を
持
っ
て
話
し

て
い
ま
し
た
。

7月15日

7
月
12
日

厳選出荷心がけ、高品質維持

と
う
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
7
月
23
日

阿
見
町
の
直
売
所
「
愛
菜
園
」
の
店
外
特
設
会
場
で
、
と
う
も
ろ
こ
し
フ
ェ

ア
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
で
は
地
元
阿
見
町
産
の
朝
採
り
新
鮮
な
と
う

も
ろ
こ
し
「
ゆ
め
の
コ
ー
ン
」「
わ
く
わ
く
コ
ー
ン
」「
お
お
も
の
」「
ピ
ュ
ア

ホ
ワ
イ
ト
」「
ド
ル
チ
ェ
ド
リ
ー
ム
」
を
合

計
約
１
，１
５
０
本
販
売
し
ま
し
た
。

開
店
前
か
ら
新
鮮
な
と
う
も
ろ
こ
し
を

求
め
て
行
列
が
で
き
て
お
り
、
好
評
な
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。
お
客
様
か
ら
は
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
、
買
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
買
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

直
売
所
出
荷
者
が

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
！
7
月
23
日

阿
見
町
の
阿
見
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
茨
城
へ
農
産
物
の
提
供
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
困
窮
世
帯
を
支
援
す
る
市
民
団
体
「
a
m
i 

s
e
e
d
」
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
料
品
及
び
日
用
品
を
持

ち
寄
り
、
必
要
と
す
る
方
に
届
け
る
活
動
で
、
主

に
ひ
と
り
親
・
独
居
の
高
齢
・
一
人
暮
ら
し
の
大

学
生
に
渡
さ
れ
ま
す
。
農
産
物
の
提
供
を
行
っ
た
の

は
、
当
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
に
出
荷
す
る
部
会
員
で
、
出

荷
規
格
に
満
た
な
い
ス
イ
カ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
季
節
野
菜
を
直
売
所
に
持
ち

寄
り
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
へ
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
当
Ｊ
Ａ
の
他
、
茨
城
県
立
真
壁
高

等
学
校
の
農
業
研
究
部
や
阿
見
町
の
多
数
の
企
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
が
協
力
し
、
野
菜
、
菓
子
類
、
生
活
用
品
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

a
m
i 

s
e
e
d
の
清
水
直
美
代
表
は
「
地
元
の
農
産
物
の
提
供
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
通
じ
て
少
し
で
も
輪
を
広
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
協
力
や
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
初
と
な
っ
た
直
売
所
へ
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
の
設
置
等
、
地
域
の
食
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
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〒300-0048 1番4号
JA水郷つくば 営農部 営農企画課　TEL：029-823-7001  FAX：029-824-5011
担当：ヨリアイ農場事務局　　受付：8：30~17：30　　定休日：土・日・祝日
e-mail:contact@yoriaifarm.org

　6月29日（水）、ＪＡ水郷つくば本店にて「令和4年度　税制改正等研修会」を開催し、35

名の方にご参加を頂きました。講師の顧問税理士　藤田雪絵先生より住宅ローン控除率の引

き下げに伴う所得税・固定資産税など地方税の改正点をはじめ、令和5年10月1日から始まる

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）について仕組みから詳しくお話をして頂き

ました。

　最後の質疑応答では、多数の質問を頂き、活気のある研修会となりました。

　資産管理運用部会では、今後も多くの組合員の皆様のお役に立てる催しを企画いたします。

水郷つくば農業協同組合 経済部 資産管理課 不動産管理センター
〒300-0833 土浦市小岩田西1丁目1番11号

TEL 029-824-8133   FAX 029-823-2119
E-mail ja-sgt.fudosankc@ja-ibaraki.jp

≪資産管理運用部会入会（年会費 ３,000円）のご案内≫

資産管理運用部会のメリット・活動内容は・・・

●顧問弁護士による法律相談（会員優先で受けられます）
●冊子（これだけは知っておきたい税制改正）の配布
●顧問税理士による研修会（税制改正・相続対策等）の開催
●研修旅行の開催（現在は、コロナ禍のため見送り）

組合員の皆様からのお問い合わせをお待ちしております。

資産管理課からお知らせ・ご報告 お
水
を
飲
ん
で
い
ま
す
か

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純
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8月の営農情報

1 3
4

2
農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

下、穀温が40℃を超えないように乾燥する。
◆高水分籾の場合は急激な乾燥を避けて、品質低下を防

ぐため、二段乾燥を行いましょう。
•まずは常温の送風のみで乾燥し、水分むらのないように
温度を一定にし、水分を18％まで乾燥させたら一時中断
する。
•一日程度貯留する。
•その後、毎時乾減率を0.8％以下、穀温を40℃以下として
乾燥する（玄米水分15％に仕上げる）。

（5）籾摺り・調整＜調整篩目は1.85㎜＞
•穀温と外気温が同程度になったら籾摺りの作業を行う。
作業開始の前には必ず「試しずり」を行う。
•玄米に傷がつかないようにゴムロールの間隔を調整する。

8～9月には種・植付けする（できる）野菜など
（野菜）：キュウリ、カボチャ

（根菜）：ダイコン、カブ、ニンジン、ゴボウ

（野菜）：ブロッコリー、カリフラワー、キャベツ、ハクサイ、
レタス、リーフレタス、コマツナ、チンゲンサイ、ホウレ
ンソウ（雨よけ）、シュンギク、ミズナ、ネギ、タマネギ、
ニンニク、ラッキョウ（エシャレット）

（豆類）：サヤインゲン

家庭で“旬”を楽しむ～ピーマンの保存方法～
◆美しい肌を保つ栄養素が豊富な野菜 “ピーマン” の旬は

夏（6～8月）
【ピーマンの豆知識】
•ビタミンCが豊富（含有量はトマトの約
4倍）で、加熱調理をしても破壊され
にくいのが魅力。
•緑色のピーマンは未熟果で、緑から赤になるまで約7週間
かかる。この過程で赤の色素であるカプサンチンが増え
る。カプサンチンには抗酸化作用があり、動脈硬化や生
活習慣病の予防に効果があるといわれている。

•ピーマンには、普通のピーマンとベル群と呼ばれる大型で
肉厚な赤、黄、赤紫色のものがあり、また、オランダな
どから輸入されている大きなオランダパプリカがある。
•赤ピーマン、黄ピーマンのビタミンC含有量はレモンよりも
多い。

【おいしいピーマンはここが違う！】
◆生でも食べたい肉厚で歯切れが良く甘味がある美味しい

ピーマン
•果実は肩が盛り上がり、肌は鮮やかな緑色でツヤがある。
•果軸（果梗：ピーマンの果実と茎をつなぐ軸）は上・下
が太く、中ほどがキュッと細くしまっている。

【栽培のワンポイント】
•ピーマンは高温を好む野菜なので、植付けはナスやトマト
が終ってから。
•元気な花（めしべの柱頭がおしべの葯の上に伸びている
=長花桂花）と果実をつくる活力ある葉を育てる。
•おいしいピーマンを多収穫するためには、土壌分析に基
づいて、窒素、リン酸、カリ、苦土、石灰のバランスの
とれた施肥が大切。

【美味しさを保つ保存方法】
　ピーマンは、1週間位は常温保存もできる。水分に弱いの
で新聞紙に包み冷暗所で保存。
◆保存期間：野菜室で3週間
◆保存のポイント：通気性を良くして水分を防ぐ。

【通気性を高めて野菜室で保存】
（丸ごと）：丸のままペーパータオルで包みポリ袋に入れる。
口は密封せず軽く閉じて保存。

（カット）：２～３日で使い切れる場合は、半分にカットして
保存。水分の多いワタとタネは取り除き、ラップでぴった
りと包む。

【使いやすくカットして保存】
（ⅰ）線切りや乱切りなど料理に合わせてカット。
（ⅱ）料理の用途に合わせて、茹でるか炒める。生でもOK。
（ⅲ）粗熱がとれたら、使いやすい量に小分けして、ラップ
で包み冷凍。

（Ⅳ）凍ったら冷凍用保存袋に入れる。
【切り方の違い】
　ピーマンの細胞は縦方向に並んでいる。細胞を壊すように
横切りするとピーマン独特の青臭さが立つので、苦手な方
は、縦切り調理がお薦め。

（執筆　茂垣）

レンコン
（1）8月から9月にかけては、葉で

作られた同化養分を地下茎（レン
コン）にスムーズに移行させる管
理が重要である。
•レンコンの窒素、リン酸、カリの吸収量が増加するのは8
月中・下旬頃までである。
•10月中旬頃までは根が働いており、肥料成分を吸収する。
•9月中旬頃までに、窒素、リン酸、カリの3要素を含む肥
料をはじめ、ケイ酸加里プレミアム34やケイカリンプラス
の追肥が効果的。

（2）褐斑病対策を徹底する
•当病害は、曇雨天の続いた後や台風など強い風雨がある
と広域で拡大する。
•防除薬剤はトップジンM水和剤とトップジンM粉剤DLが
収穫前日まで使用できる（使用方法の詳細は「JA通信
6月号」参照）。

（3）ネモグリセンチュウ対策を強化し、レンコンの外観
を向上させる。
•被害が予想されるほ場に作付けしたレンコンは、9月まで
に収穫を終了する。
•被害を受けたほ場では、石灰窒素の施用が有効。7月下
旬～8月の夏施用では7～9割、9～10月の秋施用では5～7
割のセンチュウが減少するとのデーターがある。
•被害がひどいため、休作したほ場では、石灰窒素を8月
に施用する。
•石灰窒素の施用方法や注意事項は、JA通信の令和3年
11月号、令和4年7月号を参照。
•グランドオンコル粒剤は、隣接田への漏水やドリフトによ
る作物残留の危険性が高いため、12月まで使用しないで
ください。

（4）異常高温や台風・防風雨に備える。
◆異常高温：レンコンの肥大適温は24～25℃である。

ほ場見回りを丁寧に行い、水温や地温が30℃～35℃
を上回るようであれば、水のかけ流しを行い温度管理
に努める。その際、水を切らさないように注意する。

◆台風等の非常事態を予想した対策
•台風等は、立葉等を損傷させるため、レンコンの肥大不
足、第1節位の未熟化や腐敗、上がり症状が多くなる。

•これは、葉で作られた同化養分がレンコン地下茎（肥大
部）まで十分に転流（移動）できないことが原因。
•そこで、同化養分の転流をスムーズにするカリとレンコン
の細胞を強固にするケイ酸を含む肥料を、あらかじめ追
肥しておくことで、レンコンの肥大を促進しておくことが
大切である。
•計画的出荷の実施：すね上がりの早い品種、年内堀り優
良品種、年明け堀り優良品を見極め、計画的に掘り取り
を進める。

水稲（収穫期の管理）
（1）落水時期
◆落水は早生品種で出穂後

25日以降、中晩品種で
出穂後30日以降に行う。
•早期落水は、玄米の充実
不足（小粒化）や白未熟
粒・胴割粒の発生を助長し、品質・食味を低下させるの
で注意する。

（2）収穫適期の判定
◆コンバインによる収穫適期は、穂首近くに緑色を残した

籾（帯緑籾）の割合が10％になった時期から早生・中生
品種が5日間、晩生品種が10日間である。
•品種ごとの成熟期の目安は、「あきたこまち」で出穂後
30～35日、「ふくまる」で出穂後38～40日、「コシヒカリ」
で出穂後35～40日である。
•早刈りは、未熟粒や青米が多くなるとともに千粒重が軽
くなり、収量が低下する。
•刈遅れは、同割れ米や茶米が多くなるなど品質が低下す
るとともに、倒伏の恐れがある。

（3）収穫時の注意
◆収穫作業での異品種や異物の混入を防ぎ、高品質米の

商品価値を守る。
•収穫前や「複数品種の収穫を行う場合」はコンバインや
乾燥機等の機械・器具を十分に清掃し、異品種や異物
等の混入を防ぐよう十分注意する。
•収穫作業は午前9時頃から午後5時頃に行う。早朝は、
露がイネに残っていて高水分の状態であるので朝露が消
えてから作業する。

（4）適切な乾燥
◆玄米の水分量は、15.0％になるように乾燥する。
•コンバインで収穫した籾は、変質防止のために4時間以
内に乾燥作業に入る。
•収穫後の急激な加熱乾燥は避け、毎時乾減率0.8％以

農業は “いのちを育む”
生命産業である
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8月の営農情報
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4

2
農薬使用の際は、ラベルの記載内容を守り、
周囲への飛散に注意して散布しましょう。

下、穀温が40℃を超えないように乾燥する。
◆高水分籾の場合は急激な乾燥を避けて、品質低下を防

ぐため、二段乾燥を行いましょう。
•まずは常温の送風のみで乾燥し、水分むらのないように
温度を一定にし、水分を18％まで乾燥させたら一時中断
する。
•一日程度貯留する。
•その後、毎時乾減率を0.8％以下、穀温を40℃以下として
乾燥する（玄米水分15％に仕上げる）。

（5）籾摺り・調整＜調整篩目は1.85㎜＞
•穀温と外気温が同程度になったら籾摺りの作業を行う。
作業開始の前には必ず「試しずり」を行う。
•玄米に傷がつかないようにゴムロールの間隔を調整する。

8～9月には種・植付けする（できる）野菜など
（野菜）：キュウリ、カボチャ

（根菜）：ダイコン、カブ、ニンジン、ゴボウ

（野菜）：ブロッコリー、カリフラワー、キャベツ、ハクサイ、
レタス、リーフレタス、コマツナ、チンゲンサイ、ホウレ
ンソウ（雨よけ）、シュンギク、ミズナ、ネギ、タマネギ、
ニンニク、ラッキョウ（エシャレット）

（豆類）：サヤインゲン

家庭で“旬”を楽しむ～ピーマンの保存方法～
◆美しい肌を保つ栄養素が豊富な野菜 “ピーマン” の旬は

夏（6～8月）
【ピーマンの豆知識】
•ビタミンCが豊富（含有量はトマトの約
4倍）で、加熱調理をしても破壊され
にくいのが魅力。
•緑色のピーマンは未熟果で、緑から赤になるまで約7週間
かかる。この過程で赤の色素であるカプサンチンが増え
る。カプサンチンには抗酸化作用があり、動脈硬化や生
活習慣病の予防に効果があるといわれている。

•ピーマンには、普通のピーマンとベル群と呼ばれる大型で
肉厚な赤、黄、赤紫色のものがあり、また、オランダな
どから輸入されている大きなオランダパプリカがある。
•赤ピーマン、黄ピーマンのビタミンC含有量はレモンよりも
多い。

【おいしいピーマンはここが違う！】
◆生でも食べたい肉厚で歯切れが良く甘味がある美味しい

ピーマン
•果実は肩が盛り上がり、肌は鮮やかな緑色でツヤがある。
•果軸（果梗：ピーマンの果実と茎をつなぐ軸）は上・下
が太く、中ほどがキュッと細くしまっている。

【栽培のワンポイント】
•ピーマンは高温を好む野菜なので、植付けはナスやトマト
が終ってから。
•元気な花（めしべの柱頭がおしべの葯の上に伸びている
=長花桂花）と果実をつくる活力ある葉を育てる。
•おいしいピーマンを多収穫するためには、土壌分析に基
づいて、窒素、リン酸、カリ、苦土、石灰のバランスの
とれた施肥が大切。

【美味しさを保つ保存方法】
　ピーマンは、1週間位は常温保存もできる。水分に弱いの
で新聞紙に包み冷暗所で保存。
◆保存期間：野菜室で3週間
◆保存のポイント：通気性を良くして水分を防ぐ。

【通気性を高めて野菜室で保存】
（丸ごと）：丸のままペーパータオルで包みポリ袋に入れる。
口は密封せず軽く閉じて保存。

（カット）：２～３日で使い切れる場合は、半分にカットして
保存。水分の多いワタとタネは取り除き、ラップでぴった
りと包む。

【使いやすくカットして保存】
（ⅰ）線切りや乱切りなど料理に合わせてカット。
（ⅱ）料理の用途に合わせて、茹でるか炒める。生でもOK。
（ⅲ）粗熱がとれたら、使いやすい量に小分けして、ラップ
で包み冷凍。

（Ⅳ）凍ったら冷凍用保存袋に入れる。
【切り方の違い】
　ピーマンの細胞は縦方向に並んでいる。細胞を壊すように
横切りするとピーマン独特の青臭さが立つので、苦手な方
は、縦切り調理がお薦め。

（執筆　茂垣）

レンコン
（1）8月から9月にかけては、葉で

作られた同化養分を地下茎（レン
コン）にスムーズに移行させる管
理が重要である。
•レンコンの窒素、リン酸、カリの吸収量が増加するのは8
月中・下旬頃までである。
•10月中旬頃までは根が働いており、肥料成分を吸収する。
•9月中旬頃までに、窒素、リン酸、カリの3要素を含む肥
料をはじめ、ケイ酸加里プレミアム34やケイカリンプラス
の追肥が効果的。

（2）褐斑病対策を徹底する
•当病害は、曇雨天の続いた後や台風など強い風雨がある
と広域で拡大する。
•防除薬剤はトップジンM水和剤とトップジンM粉剤DLが
収穫前日まで使用できる（使用方法の詳細は「JA通信
6月号」参照）。

（3）ネモグリセンチュウ対策を強化し、レンコンの外観
を向上させる。
•被害が予想されるほ場に作付けしたレンコンは、9月まで
に収穫を終了する。
•被害を受けたほ場では、石灰窒素の施用が有効。7月下
旬～8月の夏施用では7～9割、9～10月の秋施用では5～7
割のセンチュウが減少するとのデーターがある。
•被害がひどいため、休作したほ場では、石灰窒素を8月
に施用する。
•石灰窒素の施用方法や注意事項は、JA通信の令和3年
11月号、令和4年7月号を参照。
•グランドオンコル粒剤は、隣接田への漏水やドリフトによ
る作物残留の危険性が高いため、12月まで使用しないで
ください。

（4）異常高温や台風・防風雨に備える。
◆異常高温：レンコンの肥大適温は24～25℃である。

ほ場見回りを丁寧に行い、水温や地温が30℃～35℃
を上回るようであれば、水のかけ流しを行い温度管理
に努める。その際、水を切らさないように注意する。

◆台風等の非常事態を予想した対策
•台風等は、立葉等を損傷させるため、レンコンの肥大不
足、第1節位の未熟化や腐敗、上がり症状が多くなる。

•これは、葉で作られた同化養分がレンコン地下茎（肥大
部）まで十分に転流（移動）できないことが原因。
•そこで、同化養分の転流をスムーズにするカリとレンコン
の細胞を強固にするケイ酸を含む肥料を、あらかじめ追
肥しておくことで、レンコンの肥大を促進しておくことが
大切である。
•計画的出荷の実施：すね上がりの早い品種、年内堀り優
良品種、年明け堀り優良品を見極め、計画的に掘り取り
を進める。

水稲（収穫期の管理）
（1）落水時期
◆落水は早生品種で出穂後

25日以降、中晩品種で
出穂後30日以降に行う。
•早期落水は、玄米の充実
不足（小粒化）や白未熟
粒・胴割粒の発生を助長し、品質・食味を低下させるの
で注意する。

（2）収穫適期の判定
◆コンバインによる収穫適期は、穂首近くに緑色を残した

籾（帯緑籾）の割合が10％になった時期から早生・中生
品種が5日間、晩生品種が10日間である。
•品種ごとの成熟期の目安は、「あきたこまち」で出穂後
30～35日、「ふくまる」で出穂後38～40日、「コシヒカリ」
で出穂後35～40日である。
•早刈りは、未熟粒や青米が多くなるとともに千粒重が軽
くなり、収量が低下する。
•刈遅れは、同割れ米や茶米が多くなるなど品質が低下す
るとともに、倒伏の恐れがある。

（3）収穫時の注意
◆収穫作業での異品種や異物の混入を防ぎ、高品質米の

商品価値を守る。
•収穫前や「複数品種の収穫を行う場合」はコンバインや
乾燥機等の機械・器具を十分に清掃し、異品種や異物
等の混入を防ぐよう十分注意する。
•収穫作業は午前9時頃から午後5時頃に行う。早朝は、
露がイネに残っていて高水分の状態であるので朝露が消
えてから作業する。

（4）適切な乾燥
◆玄米の水分量は、15.0％になるように乾燥する。
•コンバインで収穫した籾は、変質防止のために4時間以
内に乾燥作業に入る。
•収穫後の急激な加熱乾燥は避け、毎時乾減率0.8％以

農業は “いのちを育む”
生命産業である
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【病気の特徴】
　糸状菌（カビ）により引き起こされ、保菌し
た苗・イモ・残さ（葉や茎の残がい）等が伝染
源となる。収穫したイモは、見かけ上は健全で
も貯蔵中に症状が現れることがあり、発
病したイモに接する健全なイモにも伝
染する。
１ ほ場観察の徹底（生育期

後半対策）
　収穫を控え、ほ場観察を徹
底して行い、“葉の変色、株元
の茎の黒変” 茎の黒変が茎基
部からなり蔓に進行していない
か確認する。
２ 収穫の準備
◆コンテナ等は、洗浄し土を

完全に落としたうえで、資
材消毒剤（ケミクロンGなど）
で消毒してから使用し、作物の残
さや土をほ場に持ち込まない。通
いコンテナは特に注意する。

●ケミクロンG使用方法（一例）

    
＊資材消毒剤で洗浄後は、水洗い後よく乾燥させて

使用する。使用の際は、製品ラベルの注意事項を必
ず読んで、使用方法を厳守する。

◆収穫前に必ずほ場をよく観察し、生育不良や株元の
黒変を伴う葉の変色、なり蔓の黒変、枯死株など
異常がないことを確認する。

＊排水性の悪いほ場や場所等は、大雨に備え排水対策を行い、
より注意して確認する。

３ 収穫から貯蔵中の対応
【収穫時の対応】
◆なり蔓の黒変、イモのなり首側からの変色や腐敗がないか、

イモから芽が出ていないか（萌芽）などに注意する。
◆収穫したイモは、後からどこのほ場で生産されたものか追跡

できるよう収穫ほ場を記録し、ほ場ごとに管理する。
◆他のほ場に移動して収穫する場合は、作業する前に農機具

や長靴についた土は良く落とし水できれいに洗浄する。
＊コンテナや農機具、長靴等の洗浄はほ場の近くでは行わない。

【収穫時に発病株を確認した場合】
◆疑わしい症状を見つけた場合は、速やかに最

寄りの農業改良普及センターに連絡する。
◆普及センターが確認するまで、株の抜き取

りは行わず、ほ場に入らないこと。
【普及センター確認後の対応】

◆発病が確認された場合は、
症状が出ている株及びイモ
は処分せず、ビニール袋
等に入れて保管する。

◆さらに、病気が広がらな
いよう葉病株を含む周
囲の株を抜き取る。

◆その際、抜き取る範囲
は発生の状況により異な
るため、普及センターと
相談してください。

＜発病ほ場で、収穫を行う
場合の対応＞

①発病ほ場（発病程度が数株の
場合）の収穫作業は、できる
限り他のほ場の収穫を終えた
後、もしくは後半に行うことで、
他ほ場への伝染を防ぐ。

②同一ほ場内では、発病株から遠い
ところから収穫し、最後に発病株の

周辺を収穫する。
③発病ほ場で収穫したイモは、症状が無い

ように見えても感染していることがあるので、
他のほ場で収穫したイモと分けて管理し、貯

蔵しない。
④収穫に利用した機械や長靴等は、他のほ場に入る前に水
で丁寧に洗浄する。

⑤発病イモを保管していたコンテナは、洗浄のうえ、資材消毒
剤（ケミクロンGなど）で消毒する。

【貯蔵中の対応】
◆貯蔵中のイモは、月に1回程度異常がないか確認する。
◆貯蔵中に症状が出ているイモを見つけた場合、そのイモを貯

蔵しているコンテナを隔離する。
＊いずれの場合でも最寄りの農業改良普及センターまでご連絡

ください。
（執筆  茂垣）

◎対策資料の作成にあたり、茨城県県南農林事務所経営・普
及部門のご指導をいただきました。

（Ⅲ：育苗期～植付期）
サツマイモ基腐（もとぐされ）病の防除対策

【病気の特徴】
　糸状菌（カビ）により引き起こされ、保菌した苗・イモ・残さ（葉や茎の残がい）等が伝染源となる。収穫し
たイモは、見かけ上は健全でも貯蔵中に症状が現れることがあり、発病したイモに接する健全なイモにも伝染する。
１　ほ場観察の徹底（生育期後半対策）
　収穫を控え、ほ場観察を徹底して行い“葉の変色、株元の茎の黒変”茎の黒変が茎基部からなり蔓に進行してい
ないか確認する。
２　収穫の準備
◆コンテナ等は、洗浄し土を完全に落としたうえで、資材消毒剤（ケミクロンGなど）で消毒してから使用し、作
物の残さや土をほ場に持ち込まない。通いコンテナは特に注意する。

●ケミクロンG使用方法（一例）

    
＊資材消毒剤で洗浄後は、水洗い後よく乾燥させて使用する。使用の際は、製品ラベルの注意事項を必ず読んで、
使用方法を厳守する。

◆収穫前に必ずほ場をよく観察し、生育不良や株元の黒変を伴う葉の変色、なり蔓の黒変、枯死株など異常がな
いことを確認する。
＊排水性の悪いほ場や場所等は、大雨に備え排水対策を行いより注意して確認する。
３　収穫から貯蔵中の対応

【収穫時の対応】
◆なり蔓の黒変、イモのなり首側からの変色や腐敗がないか、イモから芽が出ていないか（萌芽）などに注意する。
◆収穫したイモは、後からどこのほ場で生産されたものか追跡できるよう収穫ほ場を記録し、ほ場ごとに管理する。
◆他のほ場に移動して収穫する場合は、作業する前に農機具や長靴についた土は良く落とし水できれいに洗浄す
る。
＊コンテナや農機具、長靴等の洗浄はほ場の近くでは行わない。

【収穫時に発病株を確認した場合】
◆疑わしい症状を見つけた場合は、速やかに最寄りの農業改良普及センターに連絡する。
◆普及センターが確認するまで、株の抜き取りは行わず、ほ場に入らないこと。

【普及センター確認後の対応】
◆発病が確認された場合は、症状が出ている株及びイモは処分せず、ビニール袋等に入れて保管する。
◆さらに、病気が広がらないよう葉病株を含む周囲の株を抜き取る。
◆その際、抜き取る範囲は発生の状況により異なるため、普及センターと相談してください。
＜発病ほ場で、収穫を行う場合の対応＞
①発病ほ場（発病程度が数株の場合）の収穫作業は、できる限り他のほ場の収穫を終えた後、もしくは後半に
行うことで、他ほ場への伝染を防ぐ。
②同一ほ場内では、発病株から遠いところから収穫し、最後に発病株の周辺を収穫する。
③発病ほ場で収穫したイモは、症状が無いように見えても感染していることがあるので、他のほ場で収穫したイモ
と分けて管理し、貯蔵しない。
④収穫に利用した機械や長靴等は、他のほ場に入る前に水で丁寧に洗浄する。
⑤発病イモを保管していたコンテナは、洗浄のうえ、資材消毒剤（ケミクロンGなど）で消毒する。

【貯蔵中の対応】
◆貯蔵中のイモは、月に1回程度異常がないか確認する。
◆貯蔵中に症状が出ているイモを見つけた場合、そのイモを貯蔵しているコンテナを隔離する。
＊いずれの場合でも最寄りの農業改良普及センターまでご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（執筆　茂垣）

◎対策資料の作成にあたり、茨城県県南農林事務所経営・普及部門のご指導をいただきました。

適用場所 水10ℓあたり
使用量 希釈倍率（倍） 使用方法

農業資材 20g 500 瞬間浸漬
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詳細は最寄りの農機センターまで
お問い合わせください

【病気の特徴】
　糸状菌（カビ）により引き起こされ、保菌し
た苗・イモ・残さ（葉や茎の残がい）等が伝染
源となる。収穫したイモは、見かけ上は健全で
も貯蔵中に症状が現れることがあり、発
病したイモに接する健全なイモにも伝
染する。
１ ほ場観察の徹底（生育期

後半対策）
　収穫を控え、ほ場観察を徹
底して行い、“葉の変色、株元
の茎の黒変” 茎の黒変が茎基
部からなり蔓に進行していない
か確認する。
２ 収穫の準備
◆コンテナ等は、洗浄し土を

完全に落としたうえで、資
材消毒剤（ケミクロンGなど）
で消毒してから使用し、作物の残
さや土をほ場に持ち込まない。通
いコンテナは特に注意する。

●ケミクロンG使用方法（一例）

    
＊資材消毒剤で洗浄後は、水洗い後よく乾燥させて

使用する。使用の際は、製品ラベルの注意事項を必
ず読んで、使用方法を厳守する。

◆収穫前に必ずほ場をよく観察し、生育不良や株元の
黒変を伴う葉の変色、なり蔓の黒変、枯死株など
異常がないことを確認する。

＊排水性の悪いほ場や場所等は、大雨に備え排水対策を行い、
より注意して確認する。

３ 収穫から貯蔵中の対応
【収穫時の対応】
◆なり蔓の黒変、イモのなり首側からの変色や腐敗がないか、

イモから芽が出ていないか（萌芽）などに注意する。
◆収穫したイモは、後からどこのほ場で生産されたものか追跡

できるよう収穫ほ場を記録し、ほ場ごとに管理する。
◆他のほ場に移動して収穫する場合は、作業する前に農機具

や長靴についた土は良く落とし水できれいに洗浄する。
＊コンテナや農機具、長靴等の洗浄はほ場の近くでは行わない。

【収穫時に発病株を確認した場合】
◆疑わしい症状を見つけた場合は、速やかに最

寄りの農業改良普及センターに連絡する。
◆普及センターが確認するまで、株の抜き取

りは行わず、ほ場に入らないこと。
【普及センター確認後の対応】

◆発病が確認された場合は、
症状が出ている株及びイモ
は処分せず、ビニール袋
等に入れて保管する。

◆さらに、病気が広がらな
いよう葉病株を含む周
囲の株を抜き取る。

◆その際、抜き取る範囲
は発生の状況により異な
るため、普及センターと
相談してください。

＜発病ほ場で、収穫を行う
場合の対応＞

①発病ほ場（発病程度が数株の
場合）の収穫作業は、できる
限り他のほ場の収穫を終えた
後、もしくは後半に行うことで、
他ほ場への伝染を防ぐ。

②同一ほ場内では、発病株から遠い
ところから収穫し、最後に発病株の

周辺を収穫する。
③発病ほ場で収穫したイモは、症状が無い

ように見えても感染していることがあるので、
他のほ場で収穫したイモと分けて管理し、貯

蔵しない。
④収穫に利用した機械や長靴等は、他のほ場に入る前に水
で丁寧に洗浄する。

⑤発病イモを保管していたコンテナは、洗浄のうえ、資材消毒
剤（ケミクロンGなど）で消毒する。

【貯蔵中の対応】
◆貯蔵中のイモは、月に1回程度異常がないか確認する。
◆貯蔵中に症状が出ているイモを見つけた場合、そのイモを貯

蔵しているコンテナを隔離する。
＊いずれの場合でも最寄りの農業改良普及センターまでご連絡

ください。
（執筆  茂垣）

◎対策資料の作成にあたり、茨城県県南農林事務所経営・普
及部門のご指導をいただきました。

（Ⅲ：育苗期～植付期）
サツマイモ基腐（もとぐされ）病の防除対策

【病気の特徴】
　糸状菌（カビ）により引き起こされ、保菌した苗・イモ・残さ（葉や茎の残がい）等が伝染源となる。収穫し
たイモは、見かけ上は健全でも貯蔵中に症状が現れることがあり、発病したイモに接する健全なイモにも伝染する。
１　ほ場観察の徹底（生育期後半対策）
　収穫を控え、ほ場観察を徹底して行い“葉の変色、株元の茎の黒変”茎の黒変が茎基部からなり蔓に進行してい
ないか確認する。
２　収穫の準備
◆コンテナ等は、洗浄し土を完全に落としたうえで、資材消毒剤（ケミクロンGなど）で消毒してから使用し、作
物の残さや土をほ場に持ち込まない。通いコンテナは特に注意する。

●ケミクロンG使用方法（一例）

    
＊資材消毒剤で洗浄後は、水洗い後よく乾燥させて使用する。使用の際は、製品ラベルの注意事項を必ず読んで、
使用方法を厳守する。

◆収穫前に必ずほ場をよく観察し、生育不良や株元の黒変を伴う葉の変色、なり蔓の黒変、枯死株など異常がな
いことを確認する。
＊排水性の悪いほ場や場所等は、大雨に備え排水対策を行いより注意して確認する。
３　収穫から貯蔵中の対応

【収穫時の対応】
◆なり蔓の黒変、イモのなり首側からの変色や腐敗がないか、イモから芽が出ていないか（萌芽）などに注意する。
◆収穫したイモは、後からどこのほ場で生産されたものか追跡できるよう収穫ほ場を記録し、ほ場ごとに管理する。
◆他のほ場に移動して収穫する場合は、作業する前に農機具や長靴についた土は良く落とし水できれいに洗浄す
る。
＊コンテナや農機具、長靴等の洗浄はほ場の近くでは行わない。

【収穫時に発病株を確認した場合】
◆疑わしい症状を見つけた場合は、速やかに最寄りの農業改良普及センターに連絡する。
◆普及センターが確認するまで、株の抜き取りは行わず、ほ場に入らないこと。

【普及センター確認後の対応】
◆発病が確認された場合は、症状が出ている株及びイモは処分せず、ビニール袋等に入れて保管する。
◆さらに、病気が広がらないよう葉病株を含む周囲の株を抜き取る。
◆その際、抜き取る範囲は発生の状況により異なるため、普及センターと相談してください。
＜発病ほ場で、収穫を行う場合の対応＞
①発病ほ場（発病程度が数株の場合）の収穫作業は、できる限り他のほ場の収穫を終えた後、もしくは後半に
行うことで、他ほ場への伝染を防ぐ。
②同一ほ場内では、発病株から遠いところから収穫し、最後に発病株の周辺を収穫する。
③発病ほ場で収穫したイモは、症状が無いように見えても感染していることがあるので、他のほ場で収穫したイモ
と分けて管理し、貯蔵しない。
④収穫に利用した機械や長靴等は、他のほ場に入る前に水で丁寧に洗浄する。
⑤発病イモを保管していたコンテナは、洗浄のうえ、資材消毒剤（ケミクロンGなど）で消毒する。

【貯蔵中の対応】
◆貯蔵中のイモは、月に1回程度異常がないか確認する。
◆貯蔵中に症状が出ているイモを見つけた場合、そのイモを貯蔵しているコンテナを隔離する。
＊いずれの場合でも最寄りの農業改良普及センターまでご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（執筆　茂垣）

◎対策資料の作成にあたり、茨城県県南農林事務所経営・普及部門のご指導をいただきました。
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理事会報告

協 議 事 項

(1)  令和４年度第２四半期余裕金運用方針について

(2) ＪＡ水郷つくば不祥事再発防止策（５月）報告について

(3) 令和４年度コンプライアンスプログラム兼個人情報保
護計画及び内部統制基本計画（５月）報告について

(4) 定期貯金サマーキャンペーン２０２２実績報告（中間）
について

(5) 令和４年度育苗センタ－品種別出荷状況報告について

(6) その他

(1)  ㊙出資金の口数変更について（案）

(2) その他

第5回　令和4年6月21日（火）開催

協 議 事 項

報 告 事 項

９月３日土 ９：００～１５：００
土浦西支店　土浦市粕毛７０５-２
ＴＥＬ：０２９-８２１-４０８１
担当：宮本

９月10日土 ９：００～１５：００
竜ケ崎西支店　龍ヶ崎市馴柴町１区２６-１
ＴＥＬ：０２９７-６６-１６１６
担当：長塚

９月24日土 ９：００～１５：００
千代田支店　かすみがうら市中佐谷２４３-２
ＴＥＬ：０２９９-５９-５５５０
担当：荒木

10月15日土 ９：００～１５：００
土浦中央支店　土浦市木田余３１１９-３
ＴＥＬ：０２９-８２１-７３００
担当：霜村

無料 年金相談会

このような施設は、盗難自動車を扱う違法ヤード
の可能性があります
「あやしいな」「おかしいな」と思ったら、警察
への通報をお願いいたします

土浦防犯ニュース 令和4年 8月号
土 浦 警 察 署

違法ヤードの発見に御協力を!
違法ヤードは、盗難自動車を隠し解体などを行う施設で、
自動車盗犯罪の温床となっています
※ヤードとは、高い鉄板などの塀で囲まれており、自動車の解体を行う施設をいいます

あなたの近所に次のような施設はありませんか？

住所：龍ケ崎市6007-2 住所：土浦市並木2-10-32

《竜ケ崎・利根・牛久地区》 《阿見・美浦地区》 《土浦・かすみがうら地区》

住所：稲敷郡阿見中央1-3-1

　　着用などご自身での感染症予防をお願い致します。
＊各会場において新型コロナウイルス感染対策を実施しておりますが、ご来場の際はマスクの

FAX:029-887-8553FAX:0297-62-0288
TEL:029-888-4414TEL:0297-62-0052 TEL:029-821-0121

FAX:029-823-5130

JAホール竜ケ崎 総合葬祭こすもす阿見 セレモニーセンター

コロナ禍の中、人数を制限した葬儀を考えている。
会葬者が来てしまうのでどうしたらいいのか不安。

JA水郷つくばでは精神的・経済的な負担を軽減。事前相談で悔いのないお葬式を。

コロナ禍の葬儀って
どうしたらいいの

●深夜・早朝に解体等の作業音がしている
●廃倉庫や工場跡地に、自動車の車体や部品が放置されている
●不特定の人や車両（乗用車、貨物車問わず）が頻繁に出入りしている

情報は土浦警察署生活安全課
☎ 029-821-0110まで

秋
入
梅

気
象
予
報
士
●
檜
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お
天
気
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レ
ン
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理事会報告

協 議 事 項

(1)  令和４年度第２四半期余裕金運用方針について

(2) ＪＡ水郷つくば不祥事再発防止策（５月）報告について

(3) 令和４年度コンプライアンスプログラム兼個人情報保
護計画及び内部統制基本計画（５月）報告について

(4) 定期貯金サマーキャンペーン２０２２実績報告（中間）
について

(5) 令和４年度育苗センタ－品種別出荷状況報告について

(6) その他

(1)  ㊙出資金の口数変更について（案）

(2) その他

第5回　令和4年6月21日（火）開催

協 議 事 項

報 告 事 項

９月３日土 ９：００～１５：００
土浦西支店　土浦市粕毛７０５-２
ＴＥＬ：０２９-８２１-４０８１
担当：宮本
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担当：長塚
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土浦中央支店　土浦市木田余３１１９-３
ＴＥＬ：０２９-８２１-７３００
担当：霜村

無料 年金相談会

このような施設は、盗難自動車を扱う違法ヤード
の可能性があります
「あやしいな」「おかしいな」と思ったら、警察
への通報をお願いいたします

土浦防犯ニュース 令和4年 8月号
土 浦 警 察 署

違法ヤードの発見に御協力を!
違法ヤードは、盗難自動車を隠し解体などを行う施設で、
自動車盗犯罪の温床となっています
※ヤードとは、高い鉄板などの塀で囲まれており、自動車の解体を行う施設をいいます

あなたの近所に次のような施設はありませんか？

住所：龍ケ崎市6007-2 住所：土浦市並木2-10-32

《竜ケ崎・利根・牛久地区》 《阿見・美浦地区》 《土浦・かすみがうら地区》

住所：稲敷郡阿見中央1-3-1

　　着用などご自身での感染症予防をお願い致します。
＊各会場において新型コロナウイルス感染対策を実施しておりますが、ご来場の際はマスクの

FAX:029-887-8553FAX:0297-62-0288
TEL:029-888-4414TEL:0297-62-0052 TEL:029-821-0121

FAX:029-823-5130

JAホール竜ケ崎 総合葬祭こすもす阿見 セレモニーセンター

コロナ禍の中、人数を制限した葬儀を考えている。
会葬者が来てしまうのでどうしたらいいのか不安。

JA水郷つくばでは精神的・経済的な負担を軽減。事前相談で悔いのないお葬式を。

コロナ禍の葬儀って
どうしたらいいの

●深夜・早朝に解体等の作業音がしている
●廃倉庫や工場跡地に、自動車の車体や部品が放置されている
●不特定の人や車両（乗用車、貨物車問わず）が頻繁に出入りしている

情報は土浦警察署生活安全課
☎ 029-821-0110まで
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クロスワードパズル

JA水郷つくばパソコン研究会

◆ブラウザとは、webサイトを閲覧するために使うソフト
のことです。Windowsでは元々 internet explorerが搭
載されていましたが、22年6月をもってサポートが終了した
ので最新のMicrosoft Edgeに切り替えをお勧めします。

「Internet Explorer(IE)」以 外 には「Microsoft Edge」
「Google Chrome」「Safari」「Firefox」「Opera」な
どがブラウザの主なものです。

◆検索エンジンとは、検索窓と呼ばれるボックスにキー
ワードを入力して検索ボタンを押すと、世界中のwebサイ
トの中から、そのキーワードへの関連性の高いwebサイト
を探し出し、一覧表示してくれるシステムのことです。日
本で主に使われているものに、google、yahoo、Bingな
どがあります。ブラウザと検索エンジンは異なります。
EdgeはMicrosoftの製品でBingが最初から組み込まれて
いるのでBing検索になっています。

画像はMicrosoftEdgeで検索エンジンを変更設定する画
面です。

◆日 本での 検 索エンジンのシェアはgoogle約75％、
yahoo約19％、Bing約5％、他少々だそうです。圧倒的
にgoogle検索がつかわれているので、ホームページを作
る場合はgoogle検索にどうしたら上位で検索されるかとい
う点に重きを置いて作ります。また、検索サイトで検索した
内容やショッピングサイトで閲覧した商品が他のwebサイ

トに広告として表示されると不思議に思われますよね。こ
れはOSの「広告識別子」やwebブラウザの「Cookie（クッ
キー）」が関係していて、webサイトの内容と関連のない
内容の広告は「追跡型広告」といわれます。

◆ポータルサイトとは

検索サービスを提供していたサイトが、ジャンルごとに
webサイトへのリンクをまとめたことから、ポータルサイト
が誕生しました。ポータルサイトは提供価値を広げ、天気
予報、株価、占い、翻訳、地図などのコンテンツが追加
されていき、インターネットの総合サービスの形態を取り出
し、今のポータルサイトの形になってきました。Yahooな
どがその代表ですが、画像はNTTレゾナントが運営する
gooというポータルサイトです。現在では、検索サービス
だけではなくて、オンラインショッピングができるポータル
サイトなどもたくさん運営されています。

9月

8月

　みなさんこんにちは。8月の暑い夏をお過ごしのことと思い
ます。先月はスマート農業説明会というのに参加してきました
が、スマート農業を実現するには機械を使って大規模圃場や施
設園芸ですと導入対象機器もいろいろありそうですが、小規模
の露地栽培の場合などは、何をどう活用できるか研究の余地
があります。パソコン研究会では、会員でスマート農業を研究
するをＳＮＳグループを立ち上げて意見交換を行っております。
定例会参加希望者はSNS、メール等でお知らせください。

2日、9日 web、16日休み、23日定例会、
30日 PCフォーラム発行、農業簿記講座など

6日 定例会、13日 web、20日 web、
27日 PCフォーラム発行、農業簿記講座など

定例会予定
ＷＥＢ予定となっております。

研究会ホームページ　　JA広報紙web版

今月の特集　　  インターネットブラウザと検索エンジン・・・ポータルサイトとは

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。
住所・氏名・年齢・感想をそえて下記の宛先までお送りください。

8/31（水）〆切
〒300-0833 土浦市小岩田西1丁目1-11
ＪＡ通信水郷つくば編集係  FAX 029-824-4086
E-mail:jatuti.somu11@ja-ibaraki.jp

二重マスの文字をアルファベット順に並べてできる言葉は何でしょうか？Q

A

62
切手

切手

切手

モナ・カサンドラ
プロフィール

占いを学術的に解析する「ルネ・ヴァン・ダール研究所」の

研究生となり、占星学のロジックを徹底的に解読・探求。

コンピュータによるホロスコープ作成の道を拓いた。現在は

執筆活動を始め、さらなる占星の研究を重ねている。

前号の答え「アワオドリ」でした

9月のあなたの運勢

事務局　営農企画課　担当：千野田　電話 029-823-7001
メール：japc2@dappe.com  小林
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